
なまえ ひづけ がつ にち

1 ことばから えらんで 書こう。

ことば 119 110 消ぼうしょ 通信指令センター
つ う し ん し れ い セ ン タ ー

1 火事の ときは  番に 電話する。

2 119番の 電話は  に つながる。

3 知らせを うけて、近くの  から 消ぼう車が 出

動する。

2 火事の とき、いっしょに 協 力する ところに ○、ちがう ところ
きょうりょく

に × を 書こう。

1 けいさつ

2 病院

3 ガス会社

4 図書館

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「まちの 消ぼうの せつび」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ しゃかい ・ sh3-19

火事が おきたら
やさしい ★☆☆ ・ 火事の ときの しくみ

町
ちいきと くらし

火事の ときの
しくみだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1 消ぼうの せつびと、その はたらきを 線で むすぼう。

1 消火せん

2 防火水そう
ぼ う か

3 消火器
き

4 火災けいほう器
か さ い き

ア 火が 小さい うちに 自分で
消す 道具

イ けむりを 感じて 音で 知ら
せる 道具

ウ 火事の ときに つかう 水を
ためる ところ

エ 消ぼう車が 水を とる とこ
ろ

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 学校にも 消火器が おいて ある。
き

2 消ぼうしの 人は、いつでも 出動できる ように 交代で つと
めて いる。

3 消ぼうだんは、地いきの 人たちが 入って 活動する。

4 消火せんの 前に 車を とめても よい。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「事こが おきたら」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ しゃかい ・ sh3-20

まちの 消ぼうの せつび
ふつう ★★☆ ・ まちの 消ぼうの せつび

町
ちいきと くらし

まちで
さがしてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 ことばから えらんで 書こう。

ことば 110 119 けいさつ 救 急 車
きゅうきゅうしゃ

1 事こや 事けんの ときは  番に 電話する。

2 110番の 電話は  の 通信指令センターに つなが
つ う し ん し れ い セ ン タ ー

る。
3 けが人が いる ときは  も よばれる。

2 けいさつの しごとに ○、ちがう ものに × を 書こう。

1 交通いはんを とりしまる。

2 交番で 道あんないを する。

3 まちを パトロールする。

4 火事の 火を 消す。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「地いきの 安全を 守る 人」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ しゃかい ・ sh3-21

事こが おきたら
やさしい ★☆☆ ・ 事こや 事けんの ときの しくみ

町
ちいきと くらし

けいさつの
しくみだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1 地いきの 安全を 守る とりくみに ○、ちがう ものに × を 書こ

う。

1 子ども110番の 家

2 通学路の 見まもり

3 地いきの 人の パトロール

4 カーブミラーや 横だん歩道を つける

5 夜に 1人で 公園で あそぶ

2 ことばから えらんで 書こう。

ことば 子ども110番の 家 交番 地いきの 人

1 こまった ときに にげこめる 家や 店を
 と いう。

2 安全な まちは、けいさつだけで なく  も

協 力して 守って いる。
きょうりょく

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「道ぐの うつりかわり」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく3ねんせい ・ しゃかい ・ sh3-22

地いきの 安全を 守る 人
ふつう ★★☆ ・ 地いきの 安全を 守る 人

町
ちいきと くらし

まちの 人も
守って いる


